
 

 

平成 30 年 5月 8 日 

各      位 

会 社 名  Ｎ Ｄ Ｓ  株 式 会 社 

代表者名  取締役社長  玉 村 知 史 

（コード番号１９５６ 東証・名証１部） 

問合せ先  取締役総務部長  小 川 眞 吾 

（ Ｔ Ｅ Ｌ  ０ ５ ２ － ２ ６ ３ － ５ ０ １ １ ） 
 
 

剰余金の配当（増配）に関するお知らせ 
 

当社は、平成 30 年 5 月 8 日開催の取締役会において、下記のとおり、平成 30 年 3 月 31 日を基準日と

する剰余金の配当について、平成 30 年 6 月 22 日開催予定の第 64 期定時株主総会へ付議することを決議

しましたので、お知らせいたします。 

記 

１．配当の内容 

 決 定 額 
直近の配当予想 

（平成 30 年 1月 31 日公表） 

前 期 実 績 

（平成 29 年 3 月期） 

基  準  日 平成 30 年 3 月 31 日 同左 平成 29 年 3 月 31 日 

1 株 当 た り 配 当 金 

75 円 

（普通配当 50 円） 

（特別配当 25 円） 

50 円 

（普通配当 50 円） 

50 円 

（普通配当 50 円） 

配 当 金 総 額 438 百万円 ― 291 百万円 

効 力 発 生 日 平成 30 年 6 月 25 日 ― 平成 29 年 6 月 26 日 

配 当 原 資 利益剰余金 ― 利益剰余金 

 

２．理由 

  当社は、事業活動を通じた確実な利益確保のもと、資本効率性、財務健全性等を総合的に勘案した 

株主還元と内部留保を行うことを基本方針としております。 

 この基本方針に従い、平成 30 年 3 月期末の配当金につきましては、平成 30 年 3 月期の連結業績を 

踏まえ、公表しておりました 50 円の普通配当に 25 円の特別配当を加え、1 株につき 75 円といたし 

ます。これにより年間配当金は、中間配当金 50 円（普通配当 50 円）と合わせて、1 株当たり 125 円 

（普通配当 100 円、特別配当 25 円）となる予定です。 

 

（ご参考）年間配当の内訳 

 1 株 当 た り 配 当 金 

基  準  日 第 2 四半期末 期  末 合  計 

当期実績（期末は予定） 
50 円 

（普通配当 50 円） 

75 円 

（普通配当 50 円） 

（特別配当 25 円） 

125 円 

（普通配当 100 円） 

（特別配当 25 円） 

前期実績（平成 29 年 3 月期） 
5 円 

（普通配当 5 円） 

50 円 

（普通配当 50 円） 
― 

 （注）当社は、平成 28 年 10 月 1 日を効力発生日として、普通株式 10 株につき 1 株の割合で株式併合を実施して 

おり、平成 29 年 3 月期第 2四半期末の 1 株当たり配当金は当該併合実施前の金額を記載し、年間の 1 株 

当たりの配当金は「―」と記載しております。なお、平成 29 年 3 月期第 2四半期末の 1 株当たり配当金は 

株式併合の割合に応じて換算すると 50 円となり、期末配当金 50 円を加えた平成 29 年 3 月期の年間配当 

金は 100 円となります。 

以  上 


